
（一部抜粋）

南陽市の将来像を共有し、キャッチコピー

にまとめるという難しいワークにも関わら

ず、全チームがまとめあげました。南陽の

皆さんのクリエイティビティに驚きまし

た。内容については全チームが共通して「交

流」というキーワードが挙がっており、市

内外の人々との繋がりについての意見が多

かったようです。これまでの総合計画では、

あくまでその土地に住んでいる人々の生活

が主眼でしたが、これからの時代は「関係

人口」と言われるような、その土地に住ん

でいなくとも離れた場所から南陽市を応

援してくれる人をつくるということも大

事な視点であると思います。また発表に

あったような「love（愛）」や「どうかして

るぜ！」など、皆んなの気持ちが少し明る

くなるようなユーモアや、「熟成」と表現

されていた、手間をかけてじっくり育て

ていくような視点も大切です。最終回と

なる次回はテーマ性を持ちながら、具体

的な活動アイデアを考えていく予定です。

引き続き楽しみながら頑張りましょう！

講評

参加者の感想

楽しかった！ / 幅広い世代と意見交換ができて良かった / 多

くの人と南陽の未来を考えられて幸せに思う / 他地域の事例

が勉強になった / 褒めてもらって嬉しかった！ / 深い議論が

できた / 司会のユーモアが溢れていて良い / 協働の必要性を

感じた / 自分にないものを得られた / 市職員の苦労に感謝 /

議論や発表の時間をもっと長くとって欲しい

2019年10月30日(水)
18:30～21:00
シェルターなんよう 小ホール

南陽市では、2021年度から2030年度までの10年間を計画期間とし

た新しい総合計画の策定に取り組んでいます。10月2日にスタート

した「市民とみらいワークショップ」では、市民44名が参加。市職

員がテーブルの進行役となって、南陽市の魅力や自慢できるところ、

課題や心配なことをワークショップ形式で話し合いました。

前回の振り返り

第 1 回では、市長から“こ

の場を市民と行政が協働

してまちづくりを行うきっ

かけのひとつにしたい”と

いう激励の言葉を頂き、南

陽市の現状や市民参加で

総合計画を策定する意義

について学びました。その後はテーブル内で

自己紹介を行い、「南陽市の魅力と課題」を考

えるワークでは、市職員がテーブルの進行役

を務め、人や食文化、交通などに関する様々

な意見が模造紙いっぱいに出されているのが

印象的でした。第2回では南陽市の将来像を

考えていきます。ぜひ皆さんでの仲を深めな

がら、たのしく議論していきましょう！

開会
前回の振り返り
テーブル内自己紹介
レクチャー「市民と市役所の協働で
ビジョンを共有する意味」　
ワーク「南陽市が〇〇なまちに
なったらいいなぁ」
閉会

プログラム

進め方

次回のご案内

日時：2019 年 11 月27 日(水)
　　　18:30～
場所：シェルターなんよう 小ホール

南陽市の未来に向けた活動を考えます。

お問い合わせ

南陽市みらい戦略課

tel. 0238-40-0248　

市民と市役所の協働でビジョンを共有する意義

このワークショップでは、南陽市の

魅力や課題、将来像を全3回のプロ

グラムで整理し、基本的な方向性(目

標)をまとめていきます。

第1回：10月 ２日(水)

第 2回：10月３０日(水)

第 3回：11月 27 日(水)

今後のスケジュール

本日！

「市民とみらいワークショップ」について

東北芸術工科大学

コミュニティデザイン学科

10年後の理想の未来を描いてみる今回の

ワークで大切なのが「バックキャスティ

ング」という考え方です。何か物事を前に

進めようとするとき、一旦遠くの理想の

未来を思い描いてから、実現に向けて逆

算しながら計画を考えていくのがこの思

考法です。反対に、目の前の課題を解決

しながら前に進む「フォアキャスティン

グ」というものもありますが、デザイン

の分野では前者の考え方の方が、より革

新的で多くの変化を生み出しやすいと言

われています。

島根県海士町で市民参加で計画を策定し

た際、議論の切り口としたのは「幸せ」で

した。海士町民にとっての幸せな暮らし

について徹底的に議論して、最終的には

本編の他に町民による24の活動提案を

絵本にまとめました。ワークショップで

この先自分自身がどのように生きるの

か、働いていくのかを考えることも計画

の大事な土台となります。その上で参加

者同士、市民と行政で共有し、大事なテー

マ性や理念を生み出していくことが必要

です。

「バックキャスティング」という考え方 ビジョンの共有で大切なこと

南陽市みらい戦略課

鈴木淳さん

醍醐孝典さん

醍醐孝典さん



Well come NanyoWell come Nanyo

子どもたちがワクワクを見つけられるまち

ゆるーい繋がりが市全体にあるまち

文化の発信地になっているまち

ふと思い立って

行きたくなるようなまち

市民にとって魅力ある
学びに溢れているまち


